
原爆の恐ろしさ伝えたい
非桝和作文コンク最優秀別人「広島平和の風へ

茅
野
市
は
、

市
非
核
平
和
事

業
の
壷
で
毎
年
、
市
内
の
中
学

2
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

非
核
平
和
作
文
コ
ン
ク
ト
ル
の
表

彰
式
を
市
役
所
で
開
き
、
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
4
中
学
校
の
各
2

人
、
計
8
人
に
今
井
敦
市
長
が
表

彰
状
を
手
渡
し
た
。
受
賞
者
は
8

月
5
～
7
日
の
「
広
島
平
和
の

産
に
派
遣
さ
れ
平
和
記
念
式
典

参
列
の
ほ
か
、
原
爆
ド
ー
ム
や
原

爆
資
料
館
を
見
学
し
た
り
、
被
爆

者
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
。

市
で
は
5
、
6
月
に
各
学
校
に

出
向
い
て
D
V
D
鑑
賞
や
パ
ネ
ル

展
示
（
市
役
所
で
も
）
に
よ
る
平

和
学
習
を
実
施
。
2
年
生
は
原
爆

の
恐
ろ
し
さ
や
平
和
の
尊
さ
に
つ
ノ

い
て
学
び
、
平
和
へ
の
思
い
を
作

文
に
書
い
た
。

受
賞
し
た
生
徒
は
「
広
島
で
は

し
っ
か
り
と
見
聞
も
て
、
た
く
さ

ん
の
人
に
伝
え
た
い
」
「
今
の
生
活

ちた徒生るれさ遣派に島広し賞愛を賞秀優最でレノクンコ文作和平賊
ゴ
ナ

の
あ
り
が
た
さ
や
甘
え
を
自
覚
す

る
旅
に
し
た
い
」
「
被
爆
さ
れ
、
生

き
抜
い
て
き
た
人
の
気
持
ち
を
考

え
る
旅
に
し
た
い
」
な
ど
と
抱
負

を
発
表
し
た
。

今
井
市
長
は
「
戦
争
は
難
し
い

課
題
だ
が
、
こ
う
い
っ
た
積
み
重

ね
を
大
切
に
し
て
、
起
こ
さ
な
い

よ
う
努
力
す
る
す
べ
を
知
る
人
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
山
田

利
幸
教
育
長
は
「
書
い
た
作
品
を

取
っ
て
お
い
て
1
0
、
2
0
、
3
0
年
後

の
自
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
し
て

は
し
い
。
広
島
の
人
々
の
平
和
に

寄
せ
る
思
い
を
肌
で
感
じ
て
き

て
、
市
の
代
表
と
し
て
の
行
動
で

表
し
て
」
と
願
っ
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ

ん。

の
両
日
、
市
役
所
議
会
棟
で
置
き

あ
ん
ど
ん
の
狙
み
立
て
作
業
を
行

っ
た
。
1
0
人
が
参
加
し
、
計
3
7
基

を
制
作
。
祭
を
前
に
気
運
を
高
め

た。
置
き
あ
ん
ど
ん
は
、
市
内
の
保

育
園
児
や
、
中
学
、
高
校
の
美
術

部
員
が
イ
ラ
ス
ト
を
手
掛
け
た
和

紙
と
木
製
の
フ
レ
ー
ム
で
作
る
。

和
紙
の
絵
柄
は
着
物
や
金
魚
、
縁

日
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
内
部
で
電
球

を
発
光
さ
せ
て
、
夜
の
通
り
を
彩

る
。
制
作
し
た
あ
ん
ど
ん
は
、
市

民
祭
の
前
日
ま
で
市
役
所
ロ
ビ
ー

で
展
示
す
薫

野
明
委
員
長
（
4
9
）
は
「
子
ど
も

た
ち
が
頑
張
っ
て
描
い
て
く
れ
た

あ
ん
ど
ん
を
設
置
し
て
イ
ベ
ン
ト

原
慧
蓮
、
植
田
華
音
（
以
上
、
東

部
中
）
鵜
飼
莱
里
、
片
桐
優
珠
（
以

上
、
長
峰
中
）
小
林
真
理
恵
、
上
候

日
向
（
以
上
、
永
明
中
）
島
田
茜
慈
、

守
屋
異
義
（
以
上
、
北
部
中
）

を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。


